
中
国
企
業
の
タ
イ
投
資
は
、
タ
イ
企
業
の
中
国

投
資
に
比
べ
る
と
小
規
模
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、

二
○
○
○
年
に
中
国
政
府
が
海
外
投
資
（「
走
出

去
」）
の
奨
励
方
針
を
掲
げ
て
以
降
、
徐
々
に
増

加
し
て
い
る
。
大
部
分
が
中
小
規
模
の
投
資
で
あ

る
な
か
で
、
繊
維
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
型
投
資
で

あ
る
華
源
集
団
の
事
例
を
見
て
い
こ
う
。

●
華
源
集
団
の
事
業
展
開

中
国
華
源
集
団
有
限
公
司
（
英
語
名
はC

hina 

W
orldB

est G
roup C

o., Ltd.

）
は
、
対
外
経
済
貿

易
部
、
紡
織
工
業
部
、
交
通
銀
行
な
ど
が
共
同
出

資
し
て
一
九
九
二
年
に
設
立
さ
れ
た
。
当
初
の
登

録
資
本
金
は
一
億
四
○
○
○
万
元
で
あ
っ
た
が
、

二
○
○
三
年
に
は
四
○
○
億
元
に
増
加
し
、
売
上

額
も
年
四
二
八
億
元
に
達
し
て
、
国
務
院
の
大
手

企
業
集
団
一
○
○
社
中
二
七
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
。

グ
ル
ー
プ
の
中
核
事
業
は
、
繊
維
、
製
薬
、
物
流

事
業
で
あ
り
、
傘
下
企
業
四
社
が
上
海
証
券
取
引

所
に
上
場
し
て
い
る
。
二
○
○
三
年
か
ら
政
府
の

国
有
企
業
改
革
に
よ
り
、
中
央
直
轄
の
優
良
国
有

企
業
と
し
て
国
有
資
産
監
督
管
理
委
員
会
の
管
轄

下
に
あ
る
。
会
社
設
立
時
の
目
標
は
、
①
ハ
イ
テ

ク
、
②
外
向
性
、
③
多
角
化
、
④
海
外
進
出
で
あ

っ
た
。
目
標
は
ほ
と
ん
ど
達
成
さ
れ
て
お
り
、
①

は
外
資
と
の
合
弁
に
よ
る
技
術
導
入
、
②
は
貿
易

額
の
増
加
、
③
は
製
薬
業
、
生
命
科
学
産
業
へ
の

進
出
、
④
は
メ
キ
シ
コ
や
タ
イ
な
ど
へ
の
海
外
投

資
が
行
わ
れ
た
。

華
源
集
団
の
初
期
の
設
立
目
的
は
、
浦
東
新
区

の
開
発
建
設
に
参
加
す
る
た
め
で
あ
り
、
貿
易
や

不
動
産
開
発
か
ら
事
業
を
開
始
し
て
資
産
を
蓄
積

し
た
。
ま
ず
浦
東
外
高
橋
保
税
区
に
中
国
紡
織
保

税
貿
易
中
心
を
設
立
し
、
保
税
区
に
賦
与
さ
れ
た

優
遇
措
置
の
活
用
に
よ
り
繊
維
企
業
の
貿
易
事
業

を
拡
大
し
て
い
る
。
ま
た
工
業
団
地
に
加
え
て
、

高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
開
発
を
手

掛
け
た
。

こ
れ
ら
の
事
業
で
獲
得
し
た
資
金
を
も
と
に
、

一
九
九
五
年
か
ら
長
江
流
域
の
繊
維
関
連
国
有
企

業
の
買
収
や
合
併
を
進
め
て
い
る
。
当
時
の
中
国

の
繊
維
産
業
は
、
技
術
力
の
低
い
中
小
規
模
の
企

業
が
乱
立
し
て
供
給
過
剰
を
引
き
起
こ
し
て
お
り
、

経
営
悪
化
し
た
国
有
企
業
の
再
編
は
政
府
が
解
決

す
べ
き
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
華
源
集
団
は
、
政

府
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
安
徽
、
山
東
、
江
蘇
、

浙
江
省
の
繊
維
関
連
企
業
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
買
収
し

て
リ
ス
ト
ラ
を
行
い
、
生
産
の
集
約
化
と
経
営
の

近
代
化
を
図
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
上
海
市
ハ
イ
テ

ク
技
術
開
発
区
の
一
部
と
し
て
建
設
し
た
中
国
紡

織
科
技
産
業
城
に
、
デ
ュ
ポ
ン
な
ど
の
多
国
籍
企

業
を
誘
致
し
て
合
弁
企
業
を
設
立
し
た
。
外
資
と

の
技
術
提
携
に
よ
り
、
買
収
し
た
グ
ル
ー
プ
企
業

に
化
学
繊
維
の
技
術
を
導
入
し
、
製
品
の
高
度
化

を
進
め
て
い
る
。

買
収
や
合
併
に
よ
り
、
国
内
の
繊
維
関
連
企
業

は
、
綿
糸
、
化
学
繊
維
、
織
布
、
染
色
、
家
庭
用

繊
維
製
品
な
ど
二
○
社
に
の
ぼ
っ
た
。
華
源
集
団

で
は
つ
ぎ
に
、
各
国
有
企
業
に
分
散
し
て
い
る
事

業
の
統
合
や
組
織
の
再
編
を
通
し
て
中
核
企
業
を

設
立
し
、
競
争
力
の
強
化
が
発
揮
で
き
る
体
制
を

整
え
て
い
る
。
一
九
九
六
〜
九
八
年
に
か
け
て
、

①
化
学
繊
維
、
紡
績
関
連
事
業
を
統
括
す
る
上
海

華
源
有
限
公
司
、
②
服
飾
、
家
庭
用
装
飾
品
関
連

事
業
を
統
括
す
る
上
海
華
源
企
業
発
展
有
限
公
司
、

③
農
業
機
械
の
製
造
販
売
を
行
う
華
源
凱
馬
機
械

有
限
公
司
の
三
社
を
設
立
し
て
、
上
海
株
式
市
場

に
上
場
し
た
。
ま
た
上
場
企
業
で
あ
る
浙
江
鳳
凰

の
株
式
を
買
収
し
て
、
上
海
華
源
製
薬
有
限
公
司

を
設
立
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
四
社
の
上
場
に
よ
り
、

株
式
市
場
か
ら
の
資
金
調
達
が
可
能
と
な
っ
た
。

周
総
裁
の
方
針
で
、
一
九
九
九
年
か
ら
医
薬
事

中
国
企
業
の
タ
イ
投
資̶

華
源
集
団
の
事
例
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業
を
中
核
事
業
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
既
存
国
有

企
業
の
買
収
に
よ
り
技
術
開
発
を
進
め
、
二
○
○

二
年
に
は
上
海
医
薬
集
団
の
株
式
四
○
％
を
買
収

し
て
、
中
国
最
大
の
医
薬
集
団
と
な
っ
た
。
全
国

に
直
営
お
よ
び
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
の
薬
局
を
四
○

○
○
店
舗
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
合
併
に
よ
り
、

医
薬
事
業
が
華
源
集
団
の
売
上
の
六
割
以
上
を
占

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
繊
維
な
ど
の
伝
統
産
業
は

収
益
率
が
あ
ま
り
高
く
な
い
た
め
、
長
期
的
な
発

展
を
考
え
て
、
活
力
あ
る
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

へ
の
投
資
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

●
華
源
集
団
の
海
外
展
開

華
源
集
団
は
一
九
九
○
年
代
後
半
か
ら
、
積
極

的
な
海
外
投
資
を
展
開
し
て
い
る
。
繊
維
産
業
は

国
内
生
産
と
市
場
が
と
も
に
過
剰
で
あ
り
、
将
来

的
に
大
き
な
発
展
を
見
込
め
な
い
こ
と
、
ま
た
中

国
政
府
が
海
外
投
資
（「
走
出
去
」）
奨
励
の
方
針

を
掲
げ
て
、
優
遇
措
置
を
賦
与
し
た
た
め
で
あ
る
。

ま
ず
繊
維
の
海
外
生
産
拠
点
と
し
て
、
生
産
コ
ス

ト
の
低
い
発
展
途
上
国
の
ニ
ジ
ェ
ー
ル
へ
進
出
し

た
。
一
九
九
七
年
に
中
国
が
ニ
ジ
ェ
ー
ル
と
国
交

正
常
化
し
た
の
を
機
に
、
フ
ラ
ン
ス
系
紡
織
工
場

を
買
収
し
て
い
る
。
従
業
員
は
八
○
○
人
に
の
ぼ

り
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
で
は
最
大
規
模
の
工
場
で
あ
る
。

ニ
ジ
ェ
ー
ル
な
ど
西
ア
フ
リ
カ
は
紡
績
品
を
輸
入

し
て
お
り
、
品
質
は
高
く
な
い
も
の
の
潜
在
需
要

が
高
い
。
原
材
料
の
綿
花
を
現
地
で
調
達
で
き
る

た
め
、
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
。つ

ぎ
に
中
国
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
向
け
輸
出
は
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
繊
維
製
品
輸
入
数
量
規
制
（
ク
ォ
ー
タ

制
）
が
あ
る
た
め
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
よ
り
ア
メ
リ

カ
へ
無
関
税
で
輸
出
で
き
る
メ
キ
シ
コ
と
カ
ナ
ダ

へ
の
進
出
を
一
九
九
九
年
に
決
定
し
た
。
メ
キ
シ

コ
へ
は
九
二
二
○
万
ド
ル
を
投
資
し
て
、
一
○
万

ス
ピ
ン
ド
ル
の
生
産
能
力
を
も
つ
紡
績
工
場
を
建

設
し
、
同
工
場
は
二
○
○
一
年
に
操
業
を
開
始
し

た
。
こ
の
メ
キ
シ
コ
工
場
か
ら
の
輸
出
が
、
ア
メ

リ
カ
の
綿
糸
輸
入
全
体
の
五
％
を
占
め
、
メ
キ
シ

コ
か
ら
の
輸
入
の
二
九
％
に
達
し
て
い
る
。
メ
キ

シ
コ
工
場
へ
は
、
技
術
、
市
場
面
の
支
援
で
中
国

か
ら
二
○
○
名
を
派
遣
し
て
お
り
、
原
材
料
は
品

質
面
で
の
要
求
が
あ
る
た
め
、
輸
出
先
の
ア
メ
リ

カ
か
ら
調
達
す
る
。
二
○
○
一
年
に
は
ま
た
、
カ

ナ
ダ
に
ニ
ッ
ト
の
染
色
工
場
を
建
設
し
た
。
メ
キ

シ
コ
で
生
産
し
た
紡
織
を
、
カ
ナ
ダ
で
染
色
し
て
、

垂
直
統
合
化
に
よ
る
発
展
を
め
ざ
し
て
い
る
。
カ

ナ
ダ
の
工
場
は
人
件
費
が
高
く
つ
き
、
中
国
に
比

べ
て
生
産
コ
ス
ト
面
で
不
利
で
あ
る
た
め
、
先
進

設
備
を
導
入
し
て
自
動
化
を
進
め
て
い
る
。

北
米
工
場
は
管
理
面
で
不
便
な
た
め
、
グ
ル
ー

プ
の
海
外
発
展
戦
略
と
し
て
、
東
南
ア
ジ
ア
に
つ

ぎ
の
生
産
拠
点
を
設
け
る
こ
と
を
決
め
て
、
調
査

を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
国
と
政
府
レ
ベ
ル

の
友
好
関
係
が
あ
り
、
通
貨
危
機
か
ら
の
回
復
が

著
し
い
タ
イ
へ
の
進
出
を
二
○
○
一
年
に
決
定
し
、

タ
ク
シ
ン
首
相
が
北
京
を
訪
問
し
た
際
に
、
朱
首

相
立
ち
会
い
の
下
で
調
印
式
を
行
っ
た
。
タ
イ
へ

は
一
億
一
七
○
○
万
ド
ル
を
投
資
し
て
、
四
つ
の

生
産
工
場
を
建
設
す
る
。
二
工
場
は
メ
キ
シ
コ
と

同
じ
一
○
万
ス
ピ
ン
ド
ル
の
紡
績
工
場
、
一
工
場

は
家
庭
用
紡
績
品
工
場
、
一
工
場
は
キ
ャ
ッ
サ
バ

を
原
料
と
し
た
ク
エ
ン
酸
工
場
で
あ
る
（
後
述
）。

タ
イ
工
場
か
ら
欧
米
へ
綿
紡
績
品
を
輸
出
し
て
、

先
進
国
の
中
国
製
品
輸
入
規
制
を
回
避
す
る
の
が
、

タ
イ
進
出
の
当
初
の
動
機
で
あ
る
。
ま
た
タ
イ
で

は
通
貨
危
機
後
、
多
く
の
地
場
系
紡
績
工
場
が
倒

産
し
て
お
り
、
華
源
集
団
に
紡
績
品
市
場
参
入
の

余
地
が
あ
っ
た
。
タ
イ
へ
の
投
資
に
際
し
て
は
、

経
済
貿
易
委
員
会
（
現
商
務
部
）
に
報
告
し
て
、

中
国
政
府
か
ら
全
面
的
な
支
援
を
受
け
て
い
る
。

輸
出
に
際
し
て
増
値
税
が
還
付
さ
れ
る
と
と
も
に
、

輸
出
入
銀
行
か
ら
投
資
総
額
の
七
五
％
を
借
り
入

れ
た
。
こ
れ
は
優
遇
融
資
の
適
用
を
受
け
て
お
り
、

三
年
間
は
利
子
が
免
除
さ
れ
て
、
国
家
財
務
部
が

利
子
を
補
給
す
る
。
ま
た
外
貨
投
資
企
業
の
認
定

を
受
け
て
、
人
民
元
か
ら
外
貨
へ
の
兌
換
に
際
し

限
度
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

中
国
の
大
手
企
業
グ
ル
ー
プ
は
近
年
、
海
外
投

資
を
重
視
し
て
い
る
が
、
実
際
に
海
外
に
お
い
て

事
業
展
開
す
る
段
階
に
な
っ
て
、
多
く
の
問
題
に

直
面
し
て
い
る
。
華
源
集
団
の
場
合
、
最
大
の
問

題
点
は
、
海
外
で
事
業
に
従
事
で
き
る
人
材
の
不

足
で
あ
る
。
例
え
ば
、
紡
績
専
門
技
術
者
は
管
理

に
向
い
て
お
ら
ず
、
海
外
の
管
理
能
力
と
し
て
必

須
の
外
国
語
に
達
者
な
人
材
が
少
な
い
。
ま
た
現

地
に
お
け
る
労
務
管
理
の
問
題
も
解
決
を
迫
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
中
国
か
ら
現
地
に
人
材
を

派
遣
し
て
き
た
が
、
派
遣
人
数
を
投
資
先
の
国
が

制
限
し
て
お
り
、
現
地
人
材
の
育
成
が
急
務
で
あ

る
。

華源集団のタイ紡績工場（筆者撮影）
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●
華
源
集
団
の
タ
イ
投
資

華
源
集
団
の
タ
イ
投
資
は
、
ラ
ヨ
ン
県

ロ
ー
チ
ャ
ナ
工
業
団
地
の
一
画
三
二
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
グ
ル
ー
プ
の
工
業
団
地
を
設
け

て
、
以
下
の
四
工
場
を
建
設
し
て
い
る
。

①
華
源
（
泰
国
）
実
業
有
限
公
司
、
②
華

源
（
泰
国
）
紡
績
有
限
公
司
、
③
華
源

（
泰
国
）
家
用
紡
績
品
有
限
公
司
、
④
華

源
（
泰
国
）
生
化
有
限
公
司
。
①
の
紡
績

工
場
は
綿
を
原
料
に
し
て
、
二
○
○
三
年

か
ら
三
万
ス
ピ
ン
ド
ル
を
生
産
し
、
さ
ら

に
翌
年
拡
張
し
て
六
万
ス
ピ
ン
ド
ル
の
生

産
能
力
を
も
つ
。
②
の
紡
績
工
場
は
混
紡

を
原
料
に
し
て
、
二
○
○
三
年
か
ら
三
万

ス
ピ
ン
ド
ル
生
産
し
、
拡
張
後
は
四
万
ス

ピ
ン
ド
ル
を
生
産
す
る
。
①
は
大
部
分
を

ア
メ
リ
カ
向
け
に
輸
出
し
、
②
も
香
港
、

台
湾
で
ガ
ー
メ
ン
ト
（
体
操
着
な
ど
）
に

し
て
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
へ
輸
出
す
る
。
③

は
家
庭
用
繊
維
製
品
（
寝
具
）
を
二
○
○

四
年
か
ら
年
一
五
○
○
万
ユ
ニ
ッ
ト
生
産

し
、
製
品
の
多
く
は
ア
メ
リ
カ
向
け
で
あ

る
。
④
の
ク
エ
ン
酸
工
場
は
二
○
○
五
年

に
操
業
開
始
し
、
当
初
は
三
万
ト
ン
、
そ

の
後
六
万
ト
ン
生
産
し
、
ア
メ
リ
カ
、
日

本
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
に
輸
出
す
る

（
表
１
）。

タ
イ
へ
投
資
し
た
理
由
は
、
中
国
政
府

お
よ
び
華
源
集
団
本
部
が
多
国
籍
化

（「
走
出
去
」）
を
方
針
に
掲
げ
て
い
た
こ

と
、
ま
た
タ
イ
政
府
の
投
資
優
遇
措
置
（
法
人
税

八
年
間
免
除
、
輸
入
原
材
料
関
税
免
除
な
ど
）、

工
業
団
地
の
設
備
な
ど
条
件
面
が
良
か
っ
た
た
め

で
あ
る
。
タ
イ
の
投
資
環
境
は
問
題
な
い
が
、
工

場
が
操
業
し
て
か
ら
労
務
管
理
面
の
問
題
が
発
生

し
た
。
紡
績
工
場
で
六
○
○
人
を
採
用
し
た
が
、

そ
の
う
ち
七
○
％
が
辞
め
て
し
ま
っ
た
。
寮
な
ど

福
利
厚
生
面
は
整
備
し
て
い
る
の
で
、
文
化
の
違

い
に
よ
る
も
の
な
の
か
原
因
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。

生
産
管
理
を
安
定
さ
せ
品
質
の
高
い
製
品
を
作
る

に
は
、
早
期
に
労
働
の
流
動
性
を
減
ら
す
必
要
が

あ
る
。
中
間
管
理
職
に
早
く
引
き
上
げ
る
な
ど
、

昇
進
方
法
を
工
夫
し
て
定
着
を
図
る
計
画
で
あ
る
。

紡
績
工
場
で
は
、
原
料
の
綿
花
を
中
国
と
ア
メ

リ
カ
か
ら
輸
入
し
、
機
械
も
中
国
か
ら
輸
入
し
て

い
る
。
生
産
コ
ス
ト
は
全
体
の
六
割
を
占
め
る
原

料
費
を
除
け
ば
、
労
務
費
が
四
○
％
を
占
め
る
。

タ
イ
は
中
国
に
比
べ
て
、
労
働
賃
金
が
三
○
％
、

水
道
代
も
四
○
％
高
く
、
生
産
コ
ス
ト
が
高
い
。

し
か
し
中
国
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
の
繊
維
製
品
輸
出

は
ク
ォ
ー
タ
の
制
限
が
あ
る
た
め
、
タ
イ
に
工
場

を
建
設
し
て
ア
メ
リ
カ
へ
輸
出
す
る
の
が
、
当
初

の
戦
略
で
あ
っ
た
。
タ
イ
の
繊
維
輸
出
ク
ォ
ー
タ

で
は
、
タ
イ
企
業
の
輸
出
品
と
品
質
が
異
な
っ
て

お
り
、
タ
イ
企
業
の
輸
出
と
は
競
合
し
な
い
。
家

庭
用
寝
具
の
工
場
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
刺
繍

な
ど
の
最
新
機
械
を
導
入
し
、
ア
メ
リ
カ
の
商
社

向
け
に
品
質
の
高
い
デ
ザ
イ
ン
の
製
品
を
Ｏ
Ｅ
Ｍ

生
産
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
ク
エ
ン
酸
工

場
の
原
料
は
、
中
国
で
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
あ
る

が
、
タ
イ
で
は
キ
ャ
ッ
サ
バ
が
豊
富
に
あ
り
コ
ス

ト
が
安
い
こ
と
か
ら
、
タ
イ
で
生
産
し
輸
出
す
る
。

用
途
は
、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
の
添
加
物
な
ど
で
あ

る
。

●
繊
維
ク
ォ
ー
タ
撤
廃
後
の
戦
略
転
換

二
○
○
五
年
か
ら
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
繊
維
製
品
輸
入
数

量
規
制
が
撤
廃
さ
れ
た
た
め
、
世
界
各
国
か
ら
の

繊
維
製
品
の
輸
出
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。
華
源

集
団
で
は
、
技
術
的
に
高
度
な
製
品
に
シ
フ
ト
し

て
差
別
化
に
努
め
る
計
画
で
あ
る
。
タ
イ
へ
の
投

資
は
当
初
、
タ
イ
の
繊
維
輸
出
ク
ォ
ー
タ
を
利
用

し
て
ア
メ
リ
カ
向
け
に
輸
出
す
る
戦
略
を
立
て
て

い
た
。
し
か
し
タ
イ
工
場
稼
働
後
一
年
余
り
経
過

し
て
も
、
製
品
の
品
質
が
高
く
な
っ
て
お
ら
ず
、

こ
の
ま
ま
ア
メ
リ
カ
向
け
に
輸
出
し
て
も
輸
送
費

や
関
税
が
負
担
と
な
る
た
め
、
東
南
ア
ジ
ア
市
場

向
け
に
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ク
ォ

ー
タ
廃
止
後
の
海
外
工
場
の
販
売
戦
略
を
再
構
築

し
、
メ
キ
シ
コ
の
高
級
品
を
ア
メ
リ
カ
向
け
に
、

タ
イ
の
一
般
製
品
を
東
南
ア
ジ
ア
向
け
に
輸
出
し

て
、
分
業
と
棲
み
分
け
を
図
る
。
タ
イ
は
中
国
よ

り
も
生
産
コ
ス
ト
が
少
し
高
い
が
、
中
国
国
内
は

競
争
が
激
し
く
資
源
も
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
海

外
に
お
い
て
生
産
設
備
、
技
術
、
資
金
調
達
面
で

優
位
性
を
生
か
す
経
営
戦
略
を
採
る
。

（
ひ 

が
し　

し
げ
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
地

域
研
究
セ
ン
タ
ー
）

﹇
追
記
﹈
華
源
集
団
は
二
○
○
五
年
か
ら
財
務
状

況
の
悪
化
が
表
面
化
し
、
華
潤
集
団
が
資
本
参
加

し
て
、
大
幅
な
事
業
再
編
が
行
わ
れ
る
見
通
し
。

企業名 生産品、能力 予定売上額 労働者数 出資企業

①華源（泰国）実業有限公司 綿紡績 7.1 万ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙ 1632 万ﾄﾞﾙ 中国人 100 名 安徽華源発展有限公司

WorldBest Industries (Thailand) Co., Ltd. 綿糸 4444 ﾒｰﾄﾙ タイ人 700 名 （中国華源集団全額出資）

②華源（泰国）紡績有限公司 化繊紡績 1466 万ﾄﾞﾙ 上海華源有限公司

WorldBest Textiles (Thailand) Co., Ltd. 綿糸 4597 ﾒｰﾄﾙ

③華源（泰国）家用紡績品有限公司 寝具装飾品 6153 万ﾄﾞﾙ 中国人 40 名 中国華源集団傘下の華源

WorldBest Household Textiles (Thailand) Co., Ltd. 1500 万ﾒｰﾄﾙ タイ人 90 名 双猫家用紡績品有限公司

④華源（泰国）生化有限公司 クエン酸 2465 万ﾄﾞﾙ 中国人 20 名 上海華源有限公司

WorldBest Biochemicals (Thailand) Co., Ltd. 3 万ﾄﾝ タイ人 200 名

表 1　華源集団のタイ事業

（出所）華源集団本部、タイ法人におけるヒヤリングおよび華源集団ホームページ（http://www.chinaworldbest.com）をもとに作成。
（注）労働者数は 2003 年 12 月のヒヤリング時点。将来は 4工場合計で、中国人 100 人、タイ人 1400 人の計画。
 出資企業は、各社 100％出資。①と②の二期工事は、上海華源投資発展有限公司が出資する。
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